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１．目 的

ストーンクラッシャによる石れきの破砕処理がばれいしょの生育収量に与える影響、スト

ーンクラッシャによる圃場に残存した塊茎の破砕が翌年の野良生え（以後、野良いも）の発

生量に与える影響を明らかにする。

２．方 法

１）ストーンクラッシャによる石れき破砕処理がばれいしょの生育・収量に与える影響

(1)試験場所：平成19年；十勝管内Ａ町、平成20年；十勝管内Ｂ町

(2)供試機：平成19年；ＳＴＣ１５０－作業深20cm、作業速度0.2m/s

平成20年；ＳＴＣ２００－作業深25cm、作業速度0.2m/s

(3)供試品種：平成19年；「コナフブキ」、平成20年；「トヨシロ」

(4)調査項目：石れき径分布、石れき種類、土塊径分布、三相分布、地温(培土内深さ10cm)

ばれいしょの生育・収量、収穫時のばれいしょの損傷・打撲

２）ストーンクラッシャによる破砕処理が野良いも発生量に与える影響

(1)調査場所：平成19年；十勝管内Ｃ町、平成20年；十勝管内Ｄ町

(2)供試機：平成19年；ＳＴＣ１５０－作業深10～15cm、作業速度0.4m/s

平成20年；ＳＴＣ１２５－作業深11～12cm 作業速度0.2、0.3、0.4m/s

(3)処理区別：平成19年；無処理区、処理区(ハロー前処理区設置)[施工H18/10/24～29]

平成20年；無処理区、処理区（速度３水準）[施工H19/11/5]

(4)調査項目： 野良いもの発生状況（いもの深さ、いもの最大径、発生個体数）

調査月日；平成19年－6月27日、7月1日、平成20年－6月25日

３．成果の概要

１） チャートや流紋岩など「角が立ちやすい」と言われる変成岩が存在する、れき含率

10～11％程度のほ場で、ばれいしょ植付前にストーンクラッシャを用いて石れきの破砕

処理を行った結果、30mm以上の石れき割合が処理後1％以下となった（表１）。

ばれいしょ植付後の土塊径分布・三相分布・地温については、処理の有無による差

は認められず、ばれいしょの収量にも有意差は認められなかった。しかし処理区の変

形いもと緑化いもの割合、機械収穫時の塊茎の打撲発生率は無処理区よりも低く、品質

向上効果が認められた（表２）。

２） 土壌凍結深が20cm以上となった圃場において、ストーンクラッシャ処理により野良い

もの発生率は無処理区対比17～100％の範囲で低下した（表３）。この場合無処理区の

発生個体数が10個/ａ以下の場合には、処理の効果は大きく変動したが、10個/ａ以上の

場合には野良いもの発生率が60～96％低下した。

ハローの前処理を行った場合には、行わなかった場合に比べ野良いもの発生が増加

する傾向が見られた。これはハロー処理により野良いもが表面付近からストーンクラッ

シャの破砕作用を受けない土層に移動したためと推察された。

ストーンクラッシャの作業速度について、0.2～0.4m/sの範囲では野良いもの発生低減

効果はほぼ同程度であった。

３） 以上の結果をもとに、ばれいしょ栽培におけるストーンクラッシャの活用のポイン

トを示した（表４）。



表１ 石れきの状況

表２ ばれいしょに対する石れき破砕処理の影響

表３ 破砕処理が野良いもの発生量に及ぼす影響

表４ ばれいしょ栽培におけるストーンクラッシャの活用のポイント

４.成果の活用面と留意点

１）本成績はチャートや流紋岩などの変成岩が存在するれき含率10～11％程度の圃場におい

て、ストーンクラッシャ処理後に30mm以上の石れき割合が1％以下となった場合の試験

成績である。ただし石れきの圧縮強度に基づく適用限界については未検討である。

２）野良いもに対する効果は、土壌凍結深が20cm以上となる地域のデータである。

５.残された問題とその対応

１）れき含率や石れきの圧縮強度に基づく適用限界の検討

２）てんさい、ニンジンなどばれいしょ以外の作物に対する効果の確認

目的 期待される効果 作業のポイント
石れき対策 ①塊茎の変形・緑化の低減 ①作業速度は0.2m/sが望ましい

②収穫時の打撲の低減 ②施工深は15～20cm（機種によっては20～25cmまで可能）
③作業機の修理費の低減 ③作土層全体(25～30cm)の石れきを破砕するためには、プ

ラウなどの作業機械を組み合わせた複数回処理が必要
野良いも対策 ①土壌凍結地帯における野良いも発生量の低減 ①作業速度は0.2～0.4m/sが望ましい

②野良いも除去にかかる雇用労賃の低減 ②施工深は10～15cm
③耕起作業などはストーンクラッシャ施工前ではなく
翌春に行う

注）期待される効果の太字は、本試験で示された項目


